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1少林寺拳法

ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
と
課
題

田
晶

縁

８

食

大

坂

昭

輔

近
年
に
お
け
る
機
械
化
、
都
市
化
、
情
報

化
な
ど
と
呼
ば
れ
る
社
会
の
変
化
は
、
余
暇

時
間
の
増
大
や
生
活
水
準
の
向
上
を
も
た
ら

し
て
い
る
反
面
、
運
動
不
足
や
精
神
的
ス
ト

レ
ス
の
増
大
と
い
っ
た
弊
害
を
も
生
じ
さ
せ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
高
齢
化
社
会

の
進
行
と

相
ま

っ
て
健
康
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

っ
て
お
り
、
近
年
高
岡
市
に
お

い
て
も
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

実
施
の
目
的
も
楽
し
み
、
気
晴
ら
し
、
運
動
不
足
解
消
、
健
康

・
体
力

づ
く
り
、
友
人

・
伸
間
と
の
交
流
や
ふ
れ
あ
い
な
ど
多
様
な
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
活
動
は
、
従
来
か
ら
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ

に
と
ど
ま
ら
ず
、
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
多
岐

に
わ
た

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
指
導
者
等
に
関
す
る
市
民
の
エ

ー
ズ
も
よ
り
強
い
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
本
市
に
お
い
て

は
、
総
合
体
育
館
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
対
応
施
設
な
ど
の
整
備
に
つ
い

て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
な
ど
で
も
多
く
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
総
合
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ア
ヘ
の
建
設
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
が
諸
事
情
に
よ
り
実
現
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
将
来
新
幹
線

高
岡
駅
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ア
は
誠
に
良
い
立
地

条
件
と
い
え
ま
す
。
そ
の
ゾ
ー
ン
に
総
合
体
育
館
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、

市
民
の
み
な
ら
ず
全
国
規
模
の
大
会
の
誘
致
や
県
外
か
ら

一
流
チ
ー
ム

の
練
習
会
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
競
技
力

の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
の
場
と
し
て

利
用
も
出
来
る
と
と
も
に
、
天
候

・
気
候
に
影
響
を
受
け
ず
、
い
つ
で

も
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
環
境
を
提
供
で
き
る
総
合
体
育
館
建
設
が
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

一
層
進
め
る
た
め
に
は
、
施
設
の
整
備
と

共
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
体
制
の
整
備
強
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
さ
ら

に
体
育
協
会
が
市
民
の
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
包
含
し
た
機
能
を

持
ち
、
官
民

一
体
と
な

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
推
奨
の
取
組
み
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
。

福
岡
町
と
の
合
併
に
よ
り
、
新
高
岡
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
期
待
す

る
も
の
で
す
。
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研
修
会
に
先
だ
ち
第
２
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
財

高
岡
市
体
育
協
会

・
福
岡
町
体
育
協
会
合
併
に
関
す
る

進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。　
　
　
　
・

表
彰
式
は
加
盟
各
団
体
か
ら
多
数
の
列
席
者
の
も
と
、

表
彰
状
と
記
念
の
盾
が
荒
井
会
長
か
ら
児
童
生
徒
に
手

渡
さ
れ
、
お
わ
り
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
木
津
小
学
校

の
大
牧
功
明
く
ん
よ
り
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、

「
ジ

ュ
ニ
ア
選

手
育
成
強
化
事
業
の
概
要
と
今
後
の
見
通
し
パ
ー
ト
エ
」

の
テ
ー
マ
で
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し

て
お
い
で
る
、
市
水
泳
協
会
副
理
事
長
の
藤
森
裕
氏
、

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
理
事
長
の
喜
多
進
氏
、
強
化
部

の
二
上
義
明
氏
、
市
教
育
委
員
会
体
育
保
健
課
長
の
山

崎

一
志
氏
が
今
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
、
成
果
、

課
題
等
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

水
水
協
会
副
理
事
長
藤
森
裕
氏
よ
り
、
２
０
０
０
年

国
体
の
取
り
組
み
と
年
齢
層
の
選
手
数
の
減
少
に
対
す

る
方
策
な
ど
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
発
表

い
た
だ
い

た
。続

い
て
高
岡
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
理
事
長
喜
多
進

氏
よ
り
、
日
本

の
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
成
績
と
過
去
１０
年

間
の
テ
ー
ム
登
録
数
減
少

の
課
題
に
つ
い
て
、
二
上
義

明
氏
よ
リ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
通
じ
て
ジ

ュ
ニ
ア

選
手
育
成
強
化

の
指
導
理
合
に

つ
い
て
発
表

い
た
だ

い

た
。最

後
に
市
体
育
保
健
課
長
山
崎

一
志
氏
よ
り
、
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
育
成
強
化
事
業
の
今
ま
で
の
か
か
わ
り
と
、

今
後
の
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
て
発

表
い
た
だ
い
た
。

体
育
功
労
者
表
彰
式
及
ぴ
研
修
会

平
成
十
七
年
十
二
月
三
日

於

磯

は

な

び

「

一怖
採
桜
母
３
腎
一
ｔ
Ｏ
ｔ
Ｏ
の
収
益
は
、
身
近
に
親
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
や
競
技
力
向
上
の
事
業
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
度

体
育

功
労
表
彰

者

〈
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
〉

登
坂
　
絵
莉
　
木
津
小
学
校

大
牧
　
功
明
　
木
津
小
学
校

宮
原
　
　
優
　
一疋
塚
小
学
校

越
田
　
強
太
　
一戸
出
西
部
小
学
校

加
藤
　
優
弥
　
一戸
出
西
部
小
学
校

紺
野
　
孝
太
　
横
田
小
学
校

竹
沢
　
梨
乃
　
国
吉
小
学
校

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
　
Ｇ
Ｙ
Ｍ

〈
相
撲
競
技

・
新
相
撲
〉

四
十
九
　
逢
　
国
吉
小
学
校

〈
空
手
道
競
技
〉

大
橋
　
奉
紀
　
西
条
小
学
校

西
川
　
一謀
一　

古
府
小
学
校

〈
水
泳
競
技
〉

柴
田
　
莉
奈
　
伏
木
中
学
校

関
　
亜
喜
奈
　
伏
木
中
学
校

晒
谷
伊
紀
子
　
一昌
山
商
船
高
専
学
校

田
中
　
ゆ
い
　
と昌
山
商
船
高
専
学
校

〈
陸
上
競
技
〉

杉
本
　
　
光
　
を昌
山
商
船
高
専
学
校

東
海
末
莉
花
　
一高
同
工
芸
高
校

西
岡
　
孝
浩
　
≡昌
山
商
船
高
専
学
校

角
尾
　
直
樹
　
≡昌
山
商
船
高
専
学
校

（児
童

・
生
徒
）

〈
柔
道
競
技
〉

海
老
　
泰
博
　
小
杉
高
校

〈
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
〉

林
　
　
秀
武
　
≡島
山
西
高
校

高
岡
古
城
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

上
野
恵
梨
子
　
南
星
中
学
校

棚
辺
　
麻
波
　
牧
野
中
学
校

村
田
麻
由
美
　
伏
木
中
学
校

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
〉

江
淵
　
愛
美
　
一向
同
西
高
校

金
山
　
友
萌
　
一向
同
西
高
校

〈
ソ
フ
ト
テ
エ
ス
競
技
〉

高
岡
商
業
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

舎
様
関
係

新
体
育
協
会
の
誕
生
に
向
け
て

平
成
１７
年
１１
月
１
日
旧
福
岡
町
と
旧
高
岡
市
が

合
併
し
新
高
岡
市
が
誕
生
し
た
。
こ
の
こ
と
に
関

連
し
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
現
時
点
に
お
け
る

合
併
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

競
技
団
体
に
つ
い
て
は
福
岡
町
体
育
協
会
傘
下

に
は
１８
競
技
団
体
が
加
盟
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
競
技
団
体
と
高
岡
市
の
競
技
団
体
が
数
回
の

合
同
会
議
と
種
目
毎
の
会
議
を
経
て
、
お
お
む
ね

合
議
に
至

っ
て
お
り
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て

新
高
岡
市
○
○
連
盟

・
協
会
の
設
立
が
な
さ
れ
新

し
い
ス
タ
ー
ト
が
図
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。体

育
協
会
に
つ
い
て
は

（財
）
高
岡
市
体
育
協

会
と
福
岡
町
体
育
協
会
の
合
併
に
つ
い
て
も
具
体

的
事
項
に
つ
い
て
今
後
積
極
的
な
話
し
合

い
の
場

を
設
定
し
な
が
ら
早
い
時
期
に
円
滑
に
新
高
岡
市

体
育
協
会
の
諸
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
、
ク
リ
ア
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
事
項
と
し
て
財
団
化

・
非
財
団
化
に
関

す
る
こ
と
、
役
員
の
任
期
に
関
す
る
こ
と
、

ハ
ー

ド
面
と
ソ
フ
ト
面
に
関
す
る
こ
と
、
ジ

ュ
ニ
ア
層

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
含
む
）
の
育
成
に
関
す
る

こ
と
、
県
民
体
育
大
会
選
手
の
選
考
方
法
等
に
関

す
る
こ
と
、
過
去
の
行
事

の
見
直
し
等
に
関
す
る

こ
と
、
推
進
母
体

（体
指
、
体
振
含
む
）
に
関
す

る
こ
と
、
等
々
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が

一
つ

ひ
と

つ
の
こ
と
に
誠
心
誠
意
取
り
組
み
１
日
で
も

早
い
時
期
に
新

（財
）
高
岡
市
体
育
協
会
と
し
て

の
船
出
が
で
き
ま
す
こ
と
を
合
頭
に
今
後
努
力
し

て
い
き
た
い
。
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チームづくりのヒント(その3)

前
回
の

（
１
）
身
体
面

（
２
）
技
術
面
に
続

い

て
、
選
手
を
育
成
す
る
際
の
条
件
に
つ
い
て
考
え

を
述
べ
ま
す
。

（
３
）
精
神
面
に
つ
い
て
は
、
私
の
座
右

の
銘
の

一
つ
、

「そ

の
気
か
ら
日
本

一
」
を
選
手
に
言

い

続
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
他
人

（指
導
者
や
親
な

ど
）
か
ら
や
ら
さ
れ
て
い
る
練
習
で
は
な
く
、
自

ら
が
目
標
を
設
定
し
、
目
標
達
成

の
た
め
の
練
習

に
は
妥
協
し
な

い
で
取
り
組
む
姿
勢
を
確
立
す
る

こ
と
で
す
。
目
的
意
識
が
確
立
さ
れ
、

「
日
本

一

に
な
り
た

い
」
と
思
う
選
手
は
、
毎
日
の
練
習
の

雰
囲
気
が
全
く
異
な
り
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
消
化

す
る
態
度
や
動
作

の

一
つ

一
つ
に
変
化
が
現
れ
、

密
度
の
濃
い
練
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
練
習

へ
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
食
事

・

睡
眠
と

い
っ
た
体
調
や
健
康
管
理
に
い
た
る
生
活

全
般
に
自
己
管
理
の
意
識
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ

の
レ
ベ
ル
の
選
手
に
な
る
と
親
や
周
囲
に

「
感
謝

の
念
」
を
述
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
４
）
理
論
面
の
指
導
で
気
に
な
る
問
題
の
第
１

は
、
指
導
者
が
気
づ

い
て
い
な

い

「
指
導
者

の
矛

盾
発
言
」

で
す
。
具
体
的
に
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
試
合
中
に
選
手
が
決
め
球
と
し
て
力
強
く
ス
マ

ッ
シ
ュ
を
打
ち
込
み
サ
イ
ド
ア
ウ
ト
に
な

っ
た
場

面
を
想
定
し
て
く
だ
さ
い
。

「
そ
ん
な
に
ぎ
り
ぎ

り
の
コ
ー
ス
は
狙
う
な
。
真
ん
中
で
よ
い
。
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
が
聞
か
れ
ま
す
。
し
か
し
な
か
な
か

決
定
打
が
出
な

い
と
、

「
し

っ
か
リ

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
し
て
サ
イ
ド

ヘ
打
て
」
と
檄
が
飛
び
ま
す
。
ま

た
、
ネ

ッ
ト
前
を
攻
め
ら
れ
る
と
、

「
速
く
前

ヘ

突

っ
込
め
」
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
要
求
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
後
す
ぐ
に
、

「
何
し
と
る
か
。
早
く

戻
れ
。
」
と
指
示
が
出
さ
れ
ま
す
。
最
大
限
の
ス

ピ
ー
ド
で
前
に
動
け
ば
、
ス
ト

ツ
プ
し
て
戻
る
に

は
少
な
く
と
も
体
重
の
１
．５
倍
程
度
の
脚
筋
力
が

必
要
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
指
導
者

の
発

言
に
は
、
各
場
面
で
は
正
解
で
あ

っ
て
も
、
戦
略

と
し
て
、
あ
る
い
は
選
手

の

一
連

の
動
き
を
ト
ー

タ
ル
し
て
観
察
す
る
と
、

「
矛
盾
発
言
」
が
多

い

こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

「
人
の
振
り
見
て
我
が
振

り
直
せ
」
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
諺
で
す
。

第
２
は
、
指
導
者
が
選
手
に
対
し
て
、

「自
分

で
考
え
な
さ

い
」
と
指
示
す
る
場
面
が
多
く
あ
り

ま
す
。
問
題
は
、
指
導
者
が
常
日
頃
か
ら
選
手
と
、

ど
れ
だ
け
考
え
る
材
料
と
対
処
法

の
共
通
理
解
を

深
め
て
い
る
か
で
す
。
料
理
で
例
え
る
と
、

い
ろ

い
ろ
な
食
材
が
あ

っ
て
、
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
に
煮
る

。

焼
く

・
蒸
す
な
ど
の
調
理
方
法
と
味

の
付
け
方
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
食
材

の
組
み
合
わ

せ
は
、
単
品
と
は
異
な
る
味
と
視
覚

の
満
足
を
引

き
出
す
魅
力
を
持

っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
指
導

に
あ
た

っ
て
は
、
食
材

の

一
つ
ひ
と

つ
の
調
理
法

と
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
の
基
礎
編
の
徹
底

が
な
さ
れ
て
こ
そ
、
季
節
や
食
す
る
人
の
年
齢
な

ど
場
面
に
応
じ
て

「
考
え
な
さ
い
」
と

い
う
言
葉

が
使
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

同
様
に
、
練
習
に
は
基
本
編
と
応
用
編
そ
し
て

ゲ
ー
ム
編
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
基
礎
部
分
と
そ

の
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
す
。
指
導
者
と
選
手

の
間
に
、
ゲ
ー
ム
中
に
起
こ
り
得
る
場
面
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て
の
徹
底
と
理
解
が
あ

っ
て
こ
そ
、

「考

え
な
さ
い
」
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
よ
く

「ゼ

ロ
に
何
を
掛
け
て
も
ゼ
ロ
」
と

い
う
言
葉
を
使

い

ま
す
。

「
考
え
る
」
に
は
考
え
る
材
料
と
考
え
る

習
慣
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
５
）
ス
ポ
ー
ツ
障
害
に
つ
い
て
は
、
指
導
者
は
専

門
医
と
よ
く
連
携
を
と
り
、
発
生
し
や
す
い
障
害
に

つ
い
て
の
知
識
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
存
在
は
理
想
像
で
す
が
、
内
科

・

整
形
外
科

・
整
骨
院
の
先
生
方
と
絶
え
ず
連
絡
が
取

れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
障
害

が
偶
発
的
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
よ
る
場
合
と
毎
日
の

練
習
の
蓄
積
か
ら
発
症
す
る
も
の
と
は
明
ら
か
に
違

い
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ド
ク
タ
ー
に
チ
ー
ム
の
実
情

を
よ
く
理
解
し
て
も
ら

っ
て
お
く
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
選
手
が
診
断
を
受
け
る
場
合
に
は
で
き
る
だ
け

立
ち
会

っ
て
、
ド
ク
タ
ー
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
持

つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

水
泳
の
平
井
伯
昌
氏
の
著
書
、

『世
界
で
た
だ

一

人
の
君

へ
』
の
中
で
、

「北
島
康
介
選
手
は
、
脚
部

と
一肩
に
２
度
の
大
き
な
障
害
に
出
会

っ
た
が
、
そ
の

都
度
身
体
の
他
の
部
分
を
訓
練
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

大
き
く
成
長
し
た
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
が
経

験
し
た

一
つ
に
、
足
首
を
負
傷
し
長
い
，間
練
習
に
参

加
で
き
な
か

っ
た
選
手
を
椅
子
に
座
ら
せ
て
毎
日
手

裏
剣
投
げ
の
よ
う
に
シ
ャ
ト
ル
を
ノ
ッ
ク
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
彼
女
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
面
を
う

ま
く
シ
ャ
ト
ル
の
コ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
い
く

コ
ツ
を

覚
え
ガ
ー
ド
の
回
い
選
手
に
な
り
ま
し
た
。
障
害
に

よ

っ
て
は
完
全
体
息
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
治
療
の
期
間
に
、
健
全
な
部
分
を
訓
練
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
成
長
す
る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
練
習
方
法
は
、
向
上
意
欲
と
工
夫
に
よ

っ
て
変

容
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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高
岡
市
中
学
校
容
育
連
盟
は
、
高
岡
市
中

学
校
に
お
け
る
健
全
な
心
身
の
育
成

・
体
力

の
増
強
及
び
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
　
お
も
な
事
業

①
競
技
大
会
の
実
施

・
市
中
学
校
春
季
体
育
大
会

・
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

②
選
手
強
化
事
業

・
運
動
部
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

・
強
化
練
習
会

③
広
報
活
動

・
中
体
運
だ
よ
り
の
発
行

④
そ
の
他

・
関
係
諸
団
体
と
の
連
絡
、
調
整

・
望
ま
し
い
運
動
部
活
動
の
あ
り
方
の
調

査

・
研
究

２
　
活
動
の
成
果
と
今
後
の
課
題

①
　
本
年
度
、
市
中
学
校
春
季
大
会
は
四

十
二
回
、
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会
は

五
十
二
回
を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、

毎
年
、
数
多
く
の
選
手
が
全
国
大
会
に

出
場
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

７
名
の
選
手
が
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま

し
た
。

②
　
少
子
化
の
影
響
で
、
各
学
校
で
は
部

員
数
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
高
岡

市
だ
け
で
は
大
会
運
営
が
成
り
立
た
な

い
競
技
も
あ
り
ま
す
。
競
技
力
の
低
下

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
　
終
わ
り
に

中
体
運
に
新
た
に
福
岡
中
学
校
が
加
わ
り
、

よ
り
強
回
な
組
織
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
か
ら
の
大
会
で
は
、
今
ま
で
以
上

の
激
戦
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

将
来
を
担
う
中
学
生
に
と

っ
て
意
義
深
い

運
動
部
活
動
と
な
る
よ
う
に
、
今
後
も
十
二

の
中
学
校
が
力
を
合
わ
せ
て
中
体
連
の
事
業

を
推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

高
岡
市
中
学
校
体
育
連
盟

理
事
長
　
桃
井
　
浩
章

第42回高岡市中学校春季体育大会
バレーボール競技

第30回高岡市中学校運動部
リーダー養成研修会

総話だ一増，一，ど嫉　　　！

昨
年
二
月
に
県
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
創
立
二
十
周
年
記
念
と
し
て
ギ
全
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
柳
本
女
子
監
督

の
話
演
会
を

開
催
し
た
。
講
演
は
関
西
弁
入
け
で
、
選
手

た
ち

の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
、
ご
計
身

の
バ
レ
ト

ボ
ー
ル
の
経
歴
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
二
時
間

が
あ

つ
と
い
う
問
に
す
ぎ
ま
し
た
「

講
演
の
申
で
印
象
に
残

っ
た
お
訴
で
す
が
、

ク
い
け
す

ク
の
中
の
魚
を
た
と
え
、
大
き
な

ク
い
け
す

夕
を
仕
切
る
こ
と
に
つ
い
て
、
世

界
で
勝
て
な
ぐ
な
る
と
ア
ジ
ア
で
勝
て
、
ア

ジ
ア
で
勝
て
な
く
な
る
と
せ
め
て
三
位
に
な

れ
と
、
日
標
が
だ
ん
だ
ん
落
ち
る！
。
こ
れ
で

は

い
け
な

い
と
仕
切
り
を
取

っ
払
わ
な
け
れ

ば
と
思

い
、
仕
切
り
を
知
ら
な
い
新
し
い
魚

を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
が
栗
原
と
大

山
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
仕
切
り
を
す
る
周

り
の
大
人
達
は
必
ず
何
を
言
う
か
と
い
う
と
、

実
業
団
を
経
験
し
て
い
な

い
、
Ｖ
リ
ー
グ
で

優
勝
し
て
い
な

い
と
。
違
う
ん
で
す
よ
。
過

去
の
歴
史
は
関
係
な
い
の
で
す
。

団
体
ス
ポ
ー
ツ
は
、
個
が
し

っ
か
り
と
与
え

ら
れ
た
役
割
分
視
を
キ
チ
ッ
と
果
た
し
て
こ
そ
、

最
後
に
集
ま

っ
て
勝
ち
が
あ
る
。

下
手
は
絶
対
に
下
手
で
終
わ
る
こ
と
は
な
い
。

一
人

一
人
持

っ
て
い
る
進
み
方
が
違
う
だ
け
な

の
で
す
。
自
分
が

一
分
し
か
進
ま
な
く
て
栗
原

，

大
――
一
‐
は

一
時
間
進
む
。
こ
れ
が
十
年
に

一
度
し

か
で
な
い
逸
材
と
い
わ
れ
る
。
十
五
分
進
む
の

も
い
る
。
焦

っ
た
ら
ア
カ
ン
の
で
す
。
指
導
者

と
い
う
の
は
、
出
来
た
競
間
に

「や
っ
た
ね
！
」

と
一愛
め
て
あ
げ
る
こ
と
。
例
え
ば
、
Ｈ

一
杯
Ｖ

サ
イ
ン
を
し
た
と
き
、
そ
れ
以
上
は
開
か
な
い

で
し
ょ
う
。
だ
が
、
チ
ョ
ッ
ト
手
を
添
え
て
あ

げ
る
こ
と
で
開
く
で
し
ょ
う
。
私
は
練
習
中
絶

対
座
り
ま
せ
ん
。
一愛
め
て
あ
げ
る
瞬
間
を
見
逃

さ
な
い
た
め
で
す
。
そ
し
て
信
頼
関
係
で
す
ね
。

だ
け
ど
信
用
し
た
ら
ア
カ
ン
で
す
よ
。

講
渡
を
聴
き
終
わ
り
、
テ
ー
ム
を
作

っ
て
い

く
上
で
参
考
に
な
る
事
が
多
く
、
是
非
取
り
人

れ
て
い
き
た
い
も
の
と
忠
い
ま
し
た
。

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

会
長
　
明
　
野
　
美
和
子

土
曜

っ
子

２
ポ
ー
リ
千
ゃ
し
ニ
ゴ

１
期

「
走
る
、
と
ぶ
、
投
げ

る
運
動
」
が
５
～
７
月
。
第
２

期

「
水
に
し
た
し
む
運
動
」
が

８
月
～
１０
月
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
第
２
期
の
第
３
□
に
は
、

文
部
科
学
省
等
の

「
子
ど
も
の

体
力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

講
師
と
し
て
シ
ド
二
十
五
輪
日

本
代
表
の
萩
原
智
子
先
生
を
向

か
え
た
水
沫
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

平
成

の
大
合
併
、
指
定

管
理
者
制
度
導
入
や
行
財

政
改
革

な
ど
社
会

の
変
化

は
大
き
く
、
体
育

ス
ポ
ー

ツ
の
世
界
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
体
育
行
政
シ

ス
テ
ム
の
改
革
は
無
論
、

ス
ポ
ー
ツ
に
た
ず
さ
わ
る

も

の

一
人

一
人

の
意
識
改

革
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
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